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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第2回院内研修　7/3（火）、7/4（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール

　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM

・看護グループ内研修　6月28日（木）　17:15～17:45　 会場：メンタル3階　会議室

勉強会内容：「救急対応」について　講師：西村SGM

救急対応は、月1回行う為、昨年参加した方も年に1回は出席すること。

・職員旅行（一泊旅行）について

　日程： 3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・納涼会について

　八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場
三沢納涼会　8/7（火）18:00～20:00　場所：あおぞらクリニック駐車場及びテラス

参加費については、法人行事積立金より徴収。小学生:500円（現金徴収）未就学児:無料。

当日不参加の方は6/25～7/6までの間に各部署の担当委員に不参加届けを提出すること。

・作業療法士実習について
　7/2～8/24まで東北メディカル学院作業療法学科4年　上田晃が実習予定。担当ケースは板橋雅勝様を予定。

・6/27（火）松川順子様ケア会議実施

・6/26（火）のカンファレンスで、プログラムのタイトルや内容の確認を行う。出席するスタッフは、出席しないスタッフのタイトルを聞いて、参加するようこと。
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～6/20定期訪問実施。髪を洗う際に、頭皮を爪で強くこすっているようで、瘡蓋が出来ており、痒みがあるとのこと。改善と悪化を繰り返しており、指の腹で優しく洗髪するよう促すが、スッキリしないからと拒否している。悪化する前に皮膚科受診をするよう促している。食事については、レタスやブロッコリーを食べ、野菜を摂るようにしていたが、顎が痛くなったため止めたと話している。
・浅坂　政美　様～6/24定期訪問実施。体調に問題はないこと、デイケアに継続して行けていること、21:00～6:00まで睡眠をとれていること、怠薬なく服薬していることを報告している。食事はヘルパーが作ってくれたものを分けて食べているとのことだが、金銭管理状況を確認した際、甘いお菓子を食べていることが多い様子。食べ過ぎないように注意するよう伝えているとのこと。
・前野　義勝　様～6/24定期訪問実施。月、水、金に整形外科に行っていると話しており、痛みは改善しているが、改善しているのは短期間で痺れがあると話している。ゆっくり歩けば問題ないとのことで、無理せず受診は継続するよう促している。
・我満　奈津紀様～6/23定期訪問実施。気分高揚さが見られており、デイケアに継続して行っていることや、家事を行い、食事や睡眠に問題がないことを報告している。出来ていると話しているが、部屋の乱雑さは変わらず見られている。服薬に関しては、本人出来ていると話しているが、服薬ボードにバラバラに薬が入っていることや、薬がまとまって入っている袋の中に、明らかに多い数の薬包が入っていることがあり、服薬管理が上手くできていない様子。残薬があるなら、病院受診時に持参し返却するよう伝えている。八戸赤十字病院受診については、受診予定を聞くが分からないとのことで、わからないなら確認するよう促している。また、医師やデイケアに報告していないが、小中野のミニストップでのアルバイトが決まったとのこと。時間は5:00～8:00で、水、木、金、土曜日の予定。今後研修を行いながら仕事を行っていく予定と話している。開始日は決まっていないとのことで、医師やデイケアスタッフへ報告するよう促している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～6/18昼過ぎに「命とられるからウバジに行く」「2ヶ月でグループホーム退所しなければいけない」と突然話しており、世話人が介入しても声掛けに応答せず、一点を凝視していることがあった。同日夕方ころには、本人より「良くなった」と報告があるが、現在もぼんやりと一点を凝視していることはあるとのこと。デイケアを欠席することが増えてきている為、今後も様子確認をしていくこととしている。

・古舘　ヨリ　様～特定相談「やすらぎ」の森川氏へ現在の生活状況を報告している。最近の生活状況や出来事を自分から報告しており、問題なく対応している。
・豊川　明男　様～先週頃より多弁さが目立ってきているとのこと。先週はデイケアを休むことが多く、理由は体力が落ちたからと話している。本日来所しているが、多弁さは目立っていない。
・田中　一　様　～グループホームの引っ越しについて、8/1に引越し予定であることを世話人から伝えたとのこと。不安や問題を訴えることなく、現状は落ち着いている。
・下妻　康貴　様～先日から右膝の痛みを訴えている。病院受診を促すと、今週八戸市民病院の整形外科を受診するようていがある為、その際に確認してみると話しているとのこと。
・関　秀治　様　～グループホームの引っ越しについて、本人の考えが二転三転しているとのことだが、そのまま新しいグループホームに入居する方向で進んでいくとのこと。
・番沢　政勝　様～両足にたこのようなものがものが出来ており、自分でカッターを用いて削ろうとしているとのこと。また、睡眠が不安定とも話しており、主治医へ相談してみるよう促すが、歯科受診が終わってからと頑なに話しているとのこと。
・若松　邦生　様～先日、ナイトケアにて不満を持っていた下妻康貴様との関係について、本人より和解したとの報告があり、現在は問題なく会話しナイトケアを利用出来ていると話している。

・村上　元道　様～妹様について、嫁ぎ先ともめており、本人の所へ相談の連絡が来ているとのこと。また、自身の就労に関して、今後施設外就労としてスーパーみなとやの作業を行っていく予定があるとのこと。詳細は決まっていないが、施設外就労をしてから別な仕事を行うことも出来ると話しており、仕事の時間が増えるかもしれないとのこと。妹様のことも仕事のことも無理にやり過ぎないよう促すと、慎重にやっていくと本人話している。いつも記載しているノートについては、好意を持っている女性に関して、宗教的な視点を混ぜて書いていることがあるとのこと。その他内容に違和感はない。
・田名部　浩平様～7/3～7/5まで、就労継続支援B型「ここロード」の体験利用を行う予定。
・大下　伸治　様～先週眩暈や腰痛を訴えており、6/22は軟便と吐気、足のふるえの症状があり、鹿内内科医院を受診している。原因はガスが溜まっていると言われたとのこと。不調の訴えは変わらずあり、食事摂取状況については、食パンを週5袋食べており、朝食で2枚、夕食前に2枚食べることがあるとのこと。身体状況に注意しつつ、適切な対処が行えるよう関わっていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に薬の空包をスタッフと確認すると、今朝までのものが全て揃っている。居眠りはなく、プログラムに落ち着いて参加し、表情にこやかに他利用者へ話し掛けたり、スタッフへ冗談を言ったりしている。
・山本　真智子様～本人より架電があり、本日体験利用予定だったが、体調不良の為欠席したいとのこと。不調は風邪症状とのことで、今後体験利用を希望する際には連絡をして欲しいことを伝えると「わかりました」と話している。
・我満　奈津紀様～表情良く来所している。マスクをしており、体調を確認すると「タオルケットだけで寝たら、風邪引いた」と話す。その際に本人より「そう言えば、家の近くのコンビニで仕事が決まった」との報告があり、状況を確認。コンビニの店長と電話で話をして「統合失調症」という病名も伝えた上で、5時～8時の勤務になるとのこと。先週主治医へ相談するよう助言した事を再度伝えるが、「先生に言う前にきまっちゃった」「青明舎の人にデイケアにも言うようにって言われた」とあっけらかんとしている。
・赤松　翔太　様～最近来所できていないことが多く、電話にて今後のデイケア利用について検討している。現在の体調や生活を質問すると問題はなく、日中は畑仕事を行いながら過ごしているとのこと。現在来所できていない状況を振り返り、問題なく仕事を行い過ごせているのであれば、デイケアを一度終了し、今後必要に応じて再利用を検討していくことを提案すると「わかりました、そうします」と返答。再度利用したい際には連絡を頂くこととし、本日付でデイケア利用中止となる。
・寺地　啓喜　様～先週就労継続支援A型「東奥朝日ソリューション」の体験利用を行っており、状況を質問。「パソコン作業が難しくて大変でした」「途中で吐き気がして体調を崩しちゃって、長時間の仕事が出来なかったので、もっとデイケアで頑張ってから仕事を目指そうと思います」と話しており、吐き気については体験利用開始後から生じたとのこと。デイケアで具体的に頑張っていきたいことを聞くと、職場の人に緊張で声を掛けることができなかった為、コミュニケーションを頑張っていきたいと話している。自身で仕事のことを考えていることを評価し、吐き気に関しては様子を見ながら医師へ相談することとし、デイケアに来所して能力の向上を図りながら仕事の準備を進めていくこととしている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昼食中コップを持ったまま急に立ち上がり、ミーテイングルームの窓から外を見ている。まだ食事時間であるため、席に着くよう促すと、「どうして？」と強い口調で返答し戻ろうとしないため、どうしたのか尋ねると「いいんですけど」と大きめの声で返答している。先週、自宅に戻りたいと、青風荘スタッフへ相談していたため、相談したのか尋ねると、「話していません」「言えません」と硬い表情で話している。しっかりと相談したいのであれば、青風荘スタッフへ話すよう伝えると「すみません」と返答。「土曜日、お姉さんに連絡しているのですが・・・」「一番上のお姉さんと連絡取れないし‥」と訴えるため、話を傾聴すると、表情穏やかになっている。
・岩城　敏夫　様～昼食後、「妙なことが聞こえてくるんだよ」と話している。話を傾聴すると「天皇陛下が、精薄だから書けないって‥」と何度も話している。「その話は、テレビ放送で言っていたんだよ」「八戸ではないけれど」「幻視じゃないよ」と自ら話した後、お金を盗られたと訴えている。「先週か今週だったか、買い物から帰ってきてお金を和室の部屋に置いておいたら・・」「千円札の上に、五百円玉を置いて、百円玉を5枚置いておいたら、武光が（デイナイトケア利用者馬渡武光様）盗って行ったと古川さん（デイナイトケア利用者古川富蔵様）が言っていた」と話している。スタッフに言わなかったのか尋ねるが、スタッフがいなかったから言わなかったと話している。盗んだところを見ていない時は、決めつけず、直ぐにスタッフに話すよう伝えると、「盗っていったんだよ」と話すため、再度伝えると頷いている。

ナイトケア
・下妻　康貴　様～先週金曜日来所時、普段通り来所しているが、腰を伸ばしていることや擦っていることが目立っており、身体状況を確認している。以前痛みを訴えていた膝については、痛みは軽減してきているが、最近腰が痛くなることがあるとのこと。仕事中に重いものを持つ機会があり、「疲れが溜まってきてるかもしれない」と話す為、他の職員に助けてもらう等、無理せず仕事を行っていくよう促している。ナイトケアでは、来所時と変わらず腰を擦っていることがあるが、過度に痛みを訴えることはなく、他利用者やスタッフと表情良く交流しながら過ごしている。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（我満　奈津紀様）

実施日：H30年6月25日（月）13：50～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：小嶋、柴崎

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	我満　奈津紀様
	性別
	女
	年齢
	45
	生年月日
	H47.7.20

	主病名
	統合失調症
	合併症
	乳癌術後

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の習得、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	体調を安定させ、デイケアを休まず利用。
娘様の自立。

	家族希望
	特になし

	入院歴
	計4回（最終：H30年4月11日～H30年5月19日）

	現病歴
	H5年頃より、自傷行為･独語･亜昏迷状態･幻聴･被害的言動が出現し、当院1回目の入院（H8.5.31～H8.6.23）。H11年の出産を機に、育児不安・イライラ感出現し、虐待自制出来ず当院2回目の入院（H12.4.12～H12.5.21）。退院後は、生活支援センター等利用するが、徐々に怠薬傾向になり、幻聴・滅裂言動・思考伝播・昏迷出現し、当院3回目の入院（H15.7.18～H15.8.22）。その後、訪問看護・デイケア等も利用し、母子生活を継続していたが、H16年9月初旬より断薬。不眠・昼夜逆転・易疲労感増強し、H16.10.1当院4回目の入院（～H16.10.31）。退院後は自宅療養となり、当院への定期的な外来通院(1回/2週)、精神科デイケアへの通所(3回/週)、居宅介護（家事支援）（1回/週）の利用、地域活動支援センター「青明舎」の利用を継続している。娘様・交際相手との関係性悪化・意欲低下・易怒性があり、5回目の入院（4/11～5/19）。5/19退院となり、精神科デイケアへの通所(3回/週)、居宅介護（家事支援1回/週）の利用、地域活動支援センター「青明舎」・訪問看護の利用をしていく。

	通所歴
	3回目

· 前回：H26年4月16日～H30年4月11日

· 今回：H30年5月21日～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎・居宅介護

	住居：アパート
	家族構成　娘様と二人暮し

	利用制度
	精神障害者手帳

2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
上限額0円、生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	精神的に安定した生活を送り、娘様とともに自立を目指す。
	①決められた日に通所し、生活のリズムを整える。
	①治療においてデイケアへの通所の必要性を理解し、欠席をしない。また、勝手に早退しない。
	①デイケアに通所できているときは評価をする。無断で帰ろうとすることや欠席があった際は、理由について尋ね、その背景に何があるのかを探る。

	
	②服薬を確実に行う。
	②自分で薬の管理を行い、飲み忘れをなくす。
	②家族、関係機関と情報共有し、服薬状況について確認する。服薬の必要性を感じる事ができるように、時には入院時や病状悪化時のエピソードを振り返る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①治療においてデイケアへの通所の必要性を理解し、欠席をしない。また、勝手に早退しない。
	・5/21よりデイケア利用が再開となっている。火曜日は訪問看護、土曜日は隔週で外来診察と青明舎の訪問となっている。しかし、訪問看護に対する拒否があり、現在は訪問看護を利用していない。
・飲酒していると話すことがあり、生活が乱れている可能性が高い。
・決められた日にデイケアに通所できており、以前よりもデイケアにいる時間が増えている。しかし、勝手に帰ろうとすることがあり、理由については、「帰っていいかと思った」「ケンタッキー買いに行こうと思って」等、的を得ない発言がある。スタッフ介入し説明すると、行動に移すことはないが「はあ」と他人事のように返答し、理解しているかは不明。
・デイケアでは疎通性はあるが、不必要に過剰に動いていることがあり、違和感を感じることが多い。生活状況や服薬管理など、何を聞いてもできていると話していが、アドバイスを聞いているようで聞いておらず、上手く対応できていない。
・勝手に仕事を受けており、6/25コンビニでのアルバイトが決まったとの報告がある。
	現在デイケアに継続して来所しているが、違和感を感じることが多く、都度介入しているが、上手く対応できていない。過去に恋愛に走り体調を崩した経緯があり、今後も同様の問題が生じる可能性は高い。目標計画を継続し、話しやすい環境を調整しつつ、本人の思いを確認しながら適切な対処が行えるよう関わっていく。

	②自分で薬の管理を行い、飲み忘れをなくす。
	・訪問看護からの情報によると、残薬数にばらつきがあり、服薬が確実に行われていない。また、追加処方を受けるように受診を促しても応じず、強い拒否を示しており、服薬の必要性は理解できていない様子である。
・6月の定期訪問時、服薬に関して本人出来ていると話しているが、服薬ボードにバラバラに薬が入っていることや、薬がまとまって入っている袋の中に、明らかに多い数の薬包が入っていることがあり、服薬が確実にできていない様子である。
・服薬について、デポ剤を主治医から提案されるが、拒否している。デイケアにて振り返ると「注射前にしたら、眠くて何もできなくなっちゃって」と話している。服薬を確実に行っていれば、デポ剤を導入しなくても良い可能性があるため、服薬を確実に行うように伝えている。デポ剤についても説明を受けているはずだが、「ふーん」と他人事のように聞いているため、理解しているかは不明である。
	・服薬管理が出来ていない為、目標計画は継続とし、まず、薬を飲めるような介入を行っていく。また、デポ剤を拒否しているが、間違って知識を覚えている可能性がある為、再度説明をしていく。
・デイケアではなんでも出来ていると話す為、服薬状況については、関係機関や娘様に情報を確認しつつ、本人の発言と現状のすり合わせを行っていく。


